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      ①弾性状態
      ②ひび割れ発生
      ③引張応力が零になった状態
      ④圧縮第！降伏
      ⑤圧縮第2降伏
     ⑥〃。〃一C。〃。mわのせん断すべりが生じた状態
     ⑦法線方向ひずみε月が圧縮限界ひずみε、、に達した状態

























   1） 与えられた荷重増分に対して，剛性マトリックスを解き，応力増分△σを求め
    る。得られた応力増分△σを前回の応力に加え合わせ，その応力の全てが降伏応
    力と等しいか，あるいは小さくなるような荷重増分率γを求める。
   2） 求めた荷重増分率グを応力増分△σにかけて前回までの応力に加え合わせ，こ
    の段階の応力とする。一旦降伏したばねは塑性流れ則に従って降伏曲面上を移動
    する（完全弾塑性体と考え，歪硬化は考えない）ものとし，次の段階では応力状
    態に応じて剛性マトリックスを変化させる。












   1） 〃。ルーCo〃。mわ（直線包絡線）の条件におけるすべりに付しての2次方程式を
    解き，荷重増分率rを求める。一一旦すべりが生じた後は通常の靱性流れ則に従い
    降伏曲面上を移動するものとし，応力状態に応じて剛性マトリックスを変化させ
    る。
   2） 引張特性では，引張強度を越えてひび割れが生じる場合には，図2■2のよう
    な応力状態を考えて，次式に示すような荷重増分率グを計算する。
σ、斗7△σ＝珂 （2．40）
   3） 圧縮特性，せん断すべり，鉄筋降伏等も2）と同様に考え，それぞれの荷電増
    分率7を求める。
   4） 以上のようにしてすべてのばねに対して，荷重増分率。を各破壊パターン毎に
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